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1検討事項①令和6年度第4四半期に適用するLRICモデル

IP網移行期間中に適用していた第8次PSTN-LRICモデルによる補填額算定値と第9次IP-LRICモデルによる
補填額算定値の加重平均値を、令和6年度第4四半期においてどのように扱うか

検討事項①

⚫ IP網への移行に伴い、電気通信事業法施行規則等におけるPSTNに係る
電気通信設備の機能や算定に関する規定が、2025年1月1日以降削除
されることから、当該期間における電話のユニバーサルサービス交付金に係る
補填額の算定については第9次IP-LRICモデルを適用する方法が適当
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2検討事項②LRICモデルにおけるメタルIP電話の加入者回線の取扱い

第9次IP-LRICモデルの適用に際し、実際にはメタル回線で設置されている加入者回線を光回線とみなすかどうか

検討事項②

⚫令和6年度第4四半期においては、同期間における接続料算定と同様、実
際に設置されている回線種別(メタル回線)に基づき算定することでよい

⚫一方で、 NTT東西殿が2035年にメタル回線の維持限界を迎えることを公表
し、現に光回線への移行を進めていることを踏まえ、LRICモデルにおける光回
線への置き換えを進めるべく、令和7年度第1四半期以降に適用するLRIC
モデルにおける加入者回線の取扱いについて、本委員会においてユニバーサ
ルサービス交付金への影響を含め速やかに検討すべき
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3検討事項③モデル外補正の実施の有無

モデル外補正の実施の有無(第9次IP-LRICモデルのアクセス網の設備配置ロジック)

検討事項③

⚫モデル外補正はモデル改修までの暫定的な対応として整理されたものであるこ
とから、アクセス網の設備配置ロジックを修正したモデルを適用すべき

⚫仮に、アクセス網の設備配置ロジックを修正した結果について議論が不十分で
あること等から、令和6年度第4四半期においてモデル外補正を継続する場合
は、令和7年第1四半期以降の補填額算定において修正後のモデルを反映す
べく、速やかに検討を進めるべき


